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ま え が き

原子力施設の建設に先立って、また操業後の管理において、放射線鯨から環境を通じて

の人への放射性物質の移行に関する計算モデルを用いて被ぱく線量を予測することが大切

です。この手法を駆使して、常に安全を先取りしながら日本の原子力利用は進んできたか

らです。

このような線量算定には、環境から人への各過程における放射性物質の移行を定量的に

示すパラ メータが大切です。当 センターにおきましては、 信頼性が開 く且つ実際的なノぐラ

メータを選定す るための検討をつづけております。検討にあた って は、 データを機械的に

集計するだけでなく、専門科学者により個々のデータの信頼性を翻べると共に、データの

合理的体系づけによ って実用に利するように努めています。現在までの検討事項は、原子

燃料サイク jレ施設関連の公衆の線量算定に重要であり、 Eつ日本における検討の機会が乏

しかったものから順次にとりあげて参りました。すなわち、放射性物質の農作物への移行

係数、淡水生物への移行係数、土壊における分配係数についてまとめ、環境パラ メータ ・

シリーズとして刊行し、原子力関係者ならびに環境生物科学者等に配布しました。さらに、

海外科学者なかんずく 1U R (国際放射生態学連合)関係者の要望に応えて、淡水魚関係

(シリーズNo.3 )の英訳版も刊行しました。今後は、畜産物関係 と海洋生物関係、日本人

の特性関係のパラメータの収集整理を予定しています。

さて、今回は f食品の調理 ・加工による放射性核種の除去率Jを採り 上げました。日本

における斯関係のデータは少なかった由ですが、 CE C (欧州共同体委員会)関連の新し

いデータを多数入手し得たことは幸いでした。ここに、本書に収録されたデータによって、

放射性核種が調理・加工によって食品から除去されることが実証されたと考えます。これ

によって、被ばく線量算定が多少とも合理化されることを願う次第です。

本替の刊行にあたり、データ整理と執筆にあたられた環境ノ守ラ メータ整備検討委員会委

員ならびに協力科学者各位に心よりの御礼を申し述べます。

1994年 3月

財団法人 原子力環境整備センター

理事長 福田俊雄
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1 .概説

はじめに

放射能汚染食品による被ばく線量算定において、摂取する食品の般射性核種濃度として

原材料のデータが一般に用いられている。ところが、原材料は洗浄、 .煮沸などの調理後に

食11普に上 ることが多い。一般に、食品加工や家庭調理によって原材料の放射性核種のsは

多少とも減少する。 したがって、食品の原材料の放射性核種が調理 ・加工によって減少す

るパーセント(除去率)を線量算定に導入することが合理的であろう 。

食品の調理 ・加工にともなう放射性核種の除去は当り前のことのようであ るが、これを

裏付け る実証データは意外に少ない。本曹は、 この除去率に関し て内外のデータを集め、

さらに、 食品無機質に関する各極実験データか ら算出を試みて、それらの成果を整理収録

したものである 。

1 -1. 食品からの放射能除去の方法

一般的な食品加工あ るいは家庭におけ る調理に伴う放射能除去の他に、意図的な積極的

除去がある。わが国では、放射性降下物による被ぱく低減化を 目指す対質として、続島の

天7/<を飲用する家庭に放射能除染用の水経過器 (注、パー ミキュライトが主体)を配布し

たことがあり、他方、牛乳の放射能除去についても実用的研究がな されてきた。欧州諸国

でも積極的除染が盛んに検討されており、牛乳をイオン交換樹脂で処理しての主要放射性

被種の約80パーセント除去や、ブドウを発酵させて蒸留するブランデー製造での殆んど

100パーセント除去が知ら れて いる 。

積極的除去を拡大解釈する と、植物の放射能低滅化の一法として食物連鎖の利用があげ

られる。例えば、植物を畜産物に与えて、 肉へは殆んど移行しないストロンチウム -90な

どの低減化をはかるもので、生物学的除染といえる 。

1-2. 放射性核種の食品への移行経路と除去との関連

太平洋核爆発実験 (1954年)の影響調査による と、当初に焼津港に水場げされたマグロ

類には放射性降下物が体表に付着(表面汚染)したものがあったが、それ以降は体内汚染

(主とし て臓器〉が主体 とな った。特に魚介藻類は海水から元素を選択し てとり込む傾向

が著しく、 Eつ、これに食物連鎖(例えば、プランクトン→小魚→大魚)の影響も加わっ

て、特殊な放射性核種を生体成分として蓄積する 。農作物についても 、表面汚染と体内汚



染とがある。体内汚染は恨を通じての吸収ばかりでなく、葉などの表面に付着した放射性

核種の一部 も吸収されて植物体内の他部位に転流し蓄積する 。何れにしても、段水産物の

表面に付着した放射性核種と生体内成分としてのそれとは、除去の程度も多少は異なると

考えられる。

したがって、本占におけるデータの記載は、可及的に汚染の条件などについて具体的に

示すことに努めた。

1 -3 食品の放射能除去に関する研究の推移と本書に採択したデータについて

食品の放射能除去に関す る研究は、 かつて核爆発実験がつづ いた1950年代末の頃は、 内

外にお いて行われたものの、 その後は漸減 していた。ところが、 1986年のチェルノブイ リ

原子炉事故による段高産物汚染に対応して、欧州では食品の原料と加工品に対する放射能

許容限度を設定した国が多い。このような状勢を反映して斯研究の盟要性が再認識さ れ、

仏国原子力庁や CE C (欧州共同体委員会)の尽力で国際的研究が盛んになった。

さて本占の編集にあたっては、欧州諸国の大学や研究所ならびに CE C放射線防護本部

(ルクセンプルグ〉、CE C放射生態学部(ベルギー)、国際放射生態学連合(1 U R)の御

好意により多くの情報を入手することがで きた。なかんずく、仏国原子力庁カダラッシ ェ

研究所で開催されたSeminaron Radioactivity Transfer during Food Processing and 

Culinary Preparation (1989)の報文集 (CE C. 1990. C E C報文集と略記する)は有

益であった。そこで、 CE C報文集に掲載の報告原文を検討整理して除去率データを収集

した(第 2宮)。

日本のデータについては、過去の報告の収録に加えて、日本食品無機質成分表(科学技

術庁資鯨調査会)による原材料と調理 ・加工品の元素濃度に基づき、製品の歩留まりや水

分量等を勘案して元紫の除去率(減少率) を算出した(第 4立〉 。対象となった元素の種

類は少ないが、調味料として調理 ・加工中に添加さ れるナ トリウムを除いては、有用 なデ

ータである 。さらに、ここに挙げた元素と 同族の化学的性状の類似した放射性絞種の除去

率を推定するのに役立つと考え る。

なお 、巻末に付録資料として、食品摂取量に関す る解説を掲載した。地方自治体や原子

力施設者が実施している環境放射能モニタ リングに関連しての線量算定には、住民の食品

摂取量が必要となる。そこで、日本におけ る諸調査の実状と特性を紹介し参考に供した。

内
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1 -4. 放射性核種の各種食品からの除去の傾向

1 -4 -1.米麦

放射性降下物のストロンチウム ー90、セシウムー 137に閲する内外の観察結果によると、
..! I、~"

これらの核種は穀類の外皮(籾)に多く、また玄米の臨芽に集っている。欧州における

ltI yttenaere ら ( 1966~1967 ) 、 G rauby ら( 1987)の研究によると、ストロンチウム -90は籾

の分離によって50パーセントが除去され、さらに玄米の薄皮と匪芽を除き白米にすると 60

パーセン トが除去される。つまり、白米に は収種脱穀された状態の約20パーセントしか残

らない。日本の研究では、玄米を精米して白米にする際のストロンチウム-90の除去皐は、

70パーセント(国立衛試、 1 96 1 ) 、 80~90パーセント(農林省 ・段技研、 1984)であり、か

なり高い除去率が示されている。さらに、白米をとぐ (水洗)ことにより、ストロンチウ

ムー90が50パーセント除去されることも分っている(佐々木、 1961)。セシウム ー137につ

いては、精米すると 65パーセントが除去される(農林省 ・農技研、 1984)。また本書第 4iot

に示した日本食品無機質成分表の元素濃度から算出したデータは、カルシウム、リン、鉄、

マグネシウム、カリウムは精米によって玄米の50-70パーセントが失われる ことを示して

いる 。

小変につ いても同様であり、製粉によって放射性核種がかなり除去さ れる 。セシウムー

137、ストロンチウム-90、マンガン ー54、コバルト ー60を土滋を通じ て経根吸収させて栽

培した場合でも、製粉によって、これら放射性核種の20-50パーセントが除去されている

(Delmas， Grauby:1987， Ocker:1987)。

1 - 4 -2. 野 菜

果菜のキュウリ、ナスは、水洗すると放射性降下物ストロンチウムー90の50-60パーセ

ントが除去される。葉菜のホウレンソウ、シュンギク等は煮沸処理(いわゆる“あくぬき")

によって、セシウム、ヨウ索、ルテニウムの50-80パーセントが除去される。酸漬けのキ

ャベツ、レタスのストロンチウム ー 90は 30~60パーセントが除去され、小さいキュウリの

酢漬け(ピクルス〉では放射性降下物の90%が除去される 。Grauby報告 (1989)によれば、

放射性核種を添加 した土媛で栽培したグリ ー ンピースの場合で も、酢による 洗浄と煮沸処

理(あく ぬ き)に よって、 ス トロンチ ウムの70パーセン ト、セシ ウムの50パーセン トが除

去さ れている。
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1 -4 -3. 畜産物

畜産物に関する多くのデータをKirchmann(1989)がまとめている(第 2章 3節を参照)。

牛乳のストロンチウム、セシウム、ヨウ素の80パーセントは脱脂乳に移り、精製したバタ

ーへの移行は僅か 1-4パーセントである。脱脂乳を酸処理して得たチーズ(酸処理)に

は2-6パーセントが移り、放射性核種の大部分はホエー(注、チーズとなる凝乳を分離

した後の液状部分で乳清ともいう)に残る。 (但し、脱脂乳を酵京により凝固させて製し

たレンネットチーズについては興った傾向があり、セシウムとヨウ来は 2パーセン卜程度

にすぎないものの、ストロンチウムは80パーセントが移行する 〕。 このように牛乳の加工

工程に おいて、放射性核種のバターや酸凝固チーズへの移行は少なく、ホエーに集る傾向

がある。厄介なことには、このホエーは捨てられずに乳清飲料やパン・菓子等への添加物

として食用に供される。万一の大規模な事故対策としては、ホエーの乳幼児用食品への一

時的な利用制限も被ぱく低減に役立つかと考えられる。

1 -4 -4. 水産物

放射性核種は概して魚の内臓に集まるので、臓物を除くと大巾に放射能が減少する 。 し

たがって、放射能モニタリングに際しては、可食部(魚肉など〉そ対象にする必要がある。

魚肉の放射性核種は、調理における水洗や煮沸によって椋少することが知られている。太

平洋核爆発実験汚染海域で漁獲された体内汚染したキワダマグロの魚肉(注、放射性の亜

鉛、鉄、カドミウム、セシウム等が放射性核種の主成分) を水浸出すると50パーセントの

放射能が除去され、また、肝臓の放射能は肝油(ビタミン剤)へは殆んど移行しない(森

・佐伯:1954)。員やエピのストロンチウム-90は、水洗で10-30パーセント、食塩水(3 

パーセント)では30-70パーセント除去さ れる (佐々木:1968)。カワマスのセシウム ー137

は煮沸調理によって50パーセント除去される (Rantavaara:1989)。

1 -5. 調理 ・加工による放射性核穫の除去効果

調理 ・加工法別に放射性核種除去の傾向を要約して表示した。
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食 ロEロ3 放射性核種の除去率
調理 ・加工法 実 験 条 件

原材料 製 ロ (パーセント)ロロ

脱 籾 穀 物 玄 米 ス トロンチウ ム 50 放射性降下物

ス トロンチウ ム 60-90 放射性降下物
セシウ ム 65 

精 米 玄 米 白 米 カlレシウム
リン

元素濃度より算出

マグネシウム
カリウム

製 粉 穀 物 小麦粉 ストロンチウム 20-50 
放収射実性験核種の経根吸

マンガン
コノ{.Jレト

といだ
白 米 白 米 ストロンチウム 50 放射性降下物

キュウリ 洗キ った 放射性降下物
ュウリ ストロンチウム 50-60 

ナ ス 洗った
ナ ス

水 洗 し、
マグロ 充分に洗 亜鉛 体内汚染
魚 肉 ったマグ 鉄 50 

ロ魚肉 カドミウム
セシウム等

貝 洗った貝 放射性降下物
ストロンチウム 10-30 

1二 ピ H エピ

食洗(1塩%)浄水
ナス 洗ったナス 放射性降下物
キュウリ H キュウリ ストロンチウム 20-60 
トマ ト H トマト

-・ーーー・ー・ー・ー.-.........

食 塩 71< 貝 洗った貝
( 3 %) ストロンチウム 30-70 放射性降下物
洗 存' エ. ビ H エビ

キャベツ 酢漬け
べγ ス トロンチウム 30-60 放射性降下物

酢 潰 け レタス H レ~^

キュウ リ キュウ'/の 放射性降下物 90 放射性降下物
(小型) Eクルス

酢洗い と グリーン 調グ理済 ストロンチウム 70 放ら射の性経線核種吸収の土実緩験か煮沸処理 ピー ス リ-/(ース セシウム 50 

本ウレ/'Jウ 同左の セシウム 放射性降下物
おひたし ヨウ素

ジJ./ギ? 同お左の jレテニウム
ひたし

煮沸処理
魚 (カワマλ)煮 魚 セシウム 50 放射性降下物

スバゲ1f~ 調理済 セシウム 70-80 放射性降下物
スバゲ7ティ

-5-



食 ロcロz 放射性核種の除去率
調理 ・加工法 実 験 条 件

原材料 製 ロcロ (パーセント )

イオン交よ換

樹処脂理に る

牛 事L 処理済牛乳 放射性降下物 80 放射性降下物

放射性降下物

魚 肝 臓 肝 油 カドミウム 殆んど
セシウム 100 

油脂分離 ストロンチウム

放射性降下物
牛 手L ノ〈ター セシウム 96-99 

ヨウ素

放射性降下物
燕 留

果実醸造酒
17if- 放射性降下物 殆んど

100 

(硫化学酸和的浸抽出出・ 海(紅藻褐藻藻)、 刊主等わ睡
テクネチウム 再(国処理工喝廃液

~}.重9リ←A ルテニウム 93 asson， Grauby， 
中 ・ろ過) に 粘加 コノ{}レト 1989) 

(セシウム、アルチモン、
剤る

銀去、マンガンも著しく
除 。但 し、ストロン
チウムは44パーセン ト)

おわりに

食品の調理 ・加工による放射性核種の減少は、本書に収録した内外のデータによ って立

証さ れた。 その概要を本意に示したが、後撃にあげた除去率データ を線量算定に適用する

にあたっては、当該サイトにおける放射性核種の放出規模や持続期間などの特性と、住民

の食品調理 ・加工に関する特性とを考慮して、適切なデータを選択し合理化を図られるよ

う切盟する 。

(佐伯誠道)

-6 -



2.海外の資料による食品の調理・加工による放射性核種の除去率

フラ ンス原子力庁カダラッシェ研究所で 1989年に開催されたSeminaron Radioactivily 

Transfer during Food Processing and Culinary Preparation発表論文に関する 1990年 C

E C刊行物 (CE C報文集と略記する)を主体として、食品の調理 ・加工によ る放射性核

極の除去率に関連する論文を摘出整理し、必要に応じて食品製造行程における各製品の歩

留まり等を邸酌して除去率を算出した。なお、総説報文については、可及的に原著論文の

検討に務めた。

除去率を原材料、食品、調理 ・加工法、核種ごとに分類し、実験条件と参考文献も記録

した。

2 - 1. 原材料別の除去率一覧表

記載内容に関して、下記の注を書照ねがいたい。

注 l、 「調理 ・加工法」 の中の主な用語の説明は、下記の通りである 。

(1) プランチング

① 熱湯につけ、次に冷水に入れて、皮を取ること(豆類)

② あく抜き、湯がき、 (ゆでた後、冷水にさらすこと) (葉菜類)

(2) ドライ ・クリーン (0C) 

「乾式精選Jのことで、ホウレンソウの様な誌の多い野菜では、汚物やアブラムシ

等を振動と簡によって分離することである 。これのための機械は、 ドレーパー型ク

リーナー (Drapertype cleaner)等がある。

(3) Direct vining(D V) 

広大な畑に成育しているマメ等を収種する際に、機械を使 って、つ る(英を含む)

のついたまま採取されている 。別名 f機械収穫Jと言われている。

注 2、 「食品名」の中の r% Jは、歩留まり(原材料を 100重量%とし た場合の製品の軍

量%)を示し ている。

注 3、各報・告書に 「除去率(%) Jを記載しである喝合は、その数値を記載したが、食物

中の放射性核種が 「残留率(%) Jで記載しであるものは、下式により 「除去率

(%) Jを算出した。

除去率(%) = 100-残留率(%)

注 4、 「歩留まり 」のデータが記載されていない場合には、日本のデータを用いて、下式

により 「除去率(%) Jを算出し、 *印を付した。

一1-



除去率(%)= 100 [(BQ/食物kg) X歩留まり(%) 7 CBQ/原材料kg)] 

注 5、上記の計算に用いた 「ぶどう 」を f曙好飲料Jに製造した場合の 「歩留まり J75% 

のデータは、大蔵省間税局醸造試験所から情報を得た。

注 6、 「除去率J欄の 2段表示の上段は、平均値を示し、下段は、最小値~最大値を示し

ている。

注 7、 「実験条件j 欄の中の rFalloutJは、絞実験等からの放射性降下物による汚染調

査研究、また、 r Fal1out(C) Jは、チェルノプイリ原子力発電所事故からの放射性

降下物による汚染調査研究を示している。

注 8、 『参考文献j のアラビア数字は CE C報文集におけるページであり、ローマ数字は

同所の下記のセッションごとの掲載順位を示している。

1 -総論

11 -o書好飲料

四一畜産物

N-果実、野菜、穀物

v-肉、魚

-8-



2-1-1. ぶどう(果実)

原材料名 調理・加工法 食品名 絞積
除去率

(96) 
実験条件 参考文献

ぶどう 下 ごしらえと発酵 ロゼワイン Sr-90 80 大気排出 11 3~131 
Cs-137 30 Rev i eweU d I by U 

J.M.Q B NA LT 
赤ワイン SC r-90 40 1・6B072 

s-137 40 

下ご しらえと発鰐 ロゼワイン Ba 98・ 自然安定元索 219~227 
Fe 98・ UIIRIBEL 
Sr 99・ J. DELMAS 
Ca 98・
Cs 998 ・
K 9 
Zn 99・

下ごしらえと 果汁 Ba 98・
ジュース化 Fe 

Sr 89・
Ca 99・
CK S ー

自

Zn 62・

下ごしらえと発言孝 赤ワイ ン Ba 97・
Fe 9 97・
Sr 7・
Ca 97・
Cs 99・
K 95・
Zn 85・

下ごし らえと発言孝 ロゼ ワイン Ba 98・
器定禁元ぎ素溶民需液要Ag 100・

Sr 99・
Co 95・

下ごしジらえと 果汁 Ba 89・
ユース化 Ag 92. 

Sr 95・
Co 89・

下ごしらえと発僻 赤ワイン Ba 99・
~g 99・
Si- 99・
Co 95・

下ごしらえと発醇 ロゼワイン CSrs--l 930 7 7 91・ Fallout 0・

下ごしらえと 果汁 SC r-90 62・
ジュ ース化 s-137 ー

下ごしらえと発番手 赤ワイン c Sr-90 77・
s-137 50・

下ごしらえと発隣 ワイン Ca 74・ 務;;gpK 55~98 ・

NFa e 

ロゼワイン Ca 92・
K 

検討9936中・・Na 
Pe 

赤ワイン Ck a 90・

Na 検8討951 中・・
Fe 

*: rぶどう Iを「し好性飲料Jに製造した場合の「歩留まり J7596のデータは、大蔵省国税局醸
造試験所から情報を得た。
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2-1-2. ハープティー等

原材料名 制迎・加工法 食品名 絞 種
除去率

(96) 
実験条件 参考文献

カミツレ 2 g /200分d間水煮 ハー 1T I - Cs-134 59 fla 11 ou t (C) 205~218 
5~ IlIl ~l修 Cs-137 48 J.CASC TRO 

A.SACHO 
3 g /200分mi間水煮 CS-134 55 E. VEIGA 
5 沸 Cs-137 56 I.DIAS YUBERO 

B.S.F.MURIAS 
2g/?OM水 Cc s汁34 49 
amb s-137 44 

3 g /200mP水 Cs-134 48 
Tamb Cs-137 48 

薬 主主 3 g /200分d間水煮 丹江じ薬 Cc s-134 35 
5 沸 s-137 42 

シ(菩ナ提ノ樹キ 2g/2500分d間水煮沸 ハープ fィa CC s-134 783 7 s-137 

3 g /200分mP間水煮 CS-134 一
5 ~rdl~ll事 CS-137 79 

2 g /200mt水 c Cs-134 89 
Tamb s-137 70 

3g/2la 00d水 Cs-133 4 87 
mb CS-137 70 

2 -1 -3. 執製品ークリーム

原材料名 調理・加工法 食品名 t実績
除去率

(96) 
実験条件 参考文献

牛 手L クリ ーム分総 ク(11リ旨ーム 放射能 95 flal 1 ou t R3e ~27 
肪40分96) A.GRAUB 

ク(脂リ肪4ー8分ム96) 
放射能 95 J.MIRIBEL 

1-1 [15.etc.1 

ク(脂リ肪3ー150分.ム%4〉96 

CS-137 94.1 Fa 11 ou t (C) R 69~94 
刊附db; 
IA.-H4.R1A3N1 TA AARA 

子脂ク肪2リ1分ー96)ム 222? 
89 fla 並llout 231-249 
91 びRγ Reviewed bu 
85 I実験 R.KIRCHMANN 

m:-l [20.21.22. 
23 

クリーム 放射性Cs 251-274 
Reviewed bl 
CP .M.McENC R. 
.D 1.M C I T MEG L-
班EJ..UNN ] l N HAM 

97 
51 l叩j ー2[17 

94.1 lloutCC ー2[20.211 
84 Ilout m: -2 7 
94 flallout 

E EE E -2 
2 

93 flallout -2 9 
94 Fallout -2 10 
97.3 Pallout(C) -2 23 

-1 0-



2 -1 -4. 乳製品ーバター

原材料名 調理・加工法 食品名 核種
除去率

(%) 
実験条件 参考文献

牛 手L バター分綴 バター Sr-85 99.04 汚R染1 ~実験経口 FI.W.LE[NGEl MANN 
CS-137 99.07 ー2[18 

ノ〈ター3.8% 1 -131 99 Fallout(C) 69~94 
Cs-137 99.3 Reviewed bi 

A.H.RANTAVAARA 
1 -4 [2 J 

バター5.1% Cs-137 99.2 Pallout(C) 69-94 
Reviewed bi 
A.H.RANTAVAARA 
1 -4 [3 1 

ノ〈ター 放射性量Cs 99 Fallout 231 ~249 
放射射 Sr 99.2 並びに Rev i ewed bN y 
放 l 96.3 R r ~築験 R.KIRCHMANN 

E-120}21.22. 
23 

バター Sr-85 93~96 R r 実験 23 1 ~249 
Rri附 dbi 
.K lR[CHM] A N 
][ -1 [22 

バター 放射性Cs 2R 51~274 
e v i eweTd ENCH bRy I CP .M.MC 

J.D.CUNNINGHAM 
99.3 FFaa l lout(C) EEE --221193.1 20 >98.5 Ilout 
99.2 
FFFFaa a a l lout(C) 97.8 110ut ][ -2 r 7 

99. 7 Ilout E EE -22 >99 11 ou t -2 [10 
99. 6 Fallout(C) -2 [23 

2-1-5. 乳製品ーバターミルク

原材料名 調理・加工法 食品名 核 積
除去率

(%) 
実験条件 参考文献

牛 手L バターミルク分緩 It '1ーミ舟 f 放射性Sr 94 F並Fa a l lou t 29-46 93~97 びに Reviewed bi 
llout(C) IH.NOD[ !?D I J 

-2 [17.19.37 
etcl 

M-~M 5 % [ -131 95 Fallout(C) 69-94 
CS-137 94. 7 Reviewed bj 

A.H.R{ANT] A AARA 
1 -4 [2 

バPーミM5.3% CS-137 94. 9 Pal1out(C) 69~94 

Rev l ewR ed TAbv V 
A.H.RANTAVAARA 
1 -4 [3 1 

パ'1-~ルク 放射性Cs 251~274 
Reviewed bl 
CP .M.McENR. 
. (. MITCHEし

E E E E J B CUNNINGHAM 94. 7 a ll叫~594.9 FalloutCC 
87 Fallout ー2[7 
97. 7 Fallout(C) ー2[23 

-1 1-



2 -1 -6. 乳製品一脂肪

原材料名 調理 ・加工法 食品名 核 復
除去率

(96) 
実験条件 参考文献

牛 事し 脂肪分隊 脂肪 4.196 CS-137 100 Fallout(C) 69-94 
Revie吋 ~v
1A.・H4.R1A3Tl A AARA 

脂肪 放射性Cs 251-274 
Reviewed b! 
CP .M.hlcENC N R. 
. I. M 1 TCHEL. 

100 Fallout(C) 
100 Fallout EE -2 7 
100 Fallout -2 [9 

2-1-7. 乳製品ースキムミルク

原材料名 調理・加工法 食品名 絞積
除去事

(96) 
実験条件 参考文献

牛 乳 脱脂乳分緩 Atι1舟? CIs -13l 6 Fallout(C) 69-94 
91.296 句 137 6 Reviewed bu 

IA-.H4.R1A2NT1 A AARA 

脱脂乳分緩 スキ J. ~IH Cs-137 5.9 FaI1out(C) 69-94 
89. 696 RMewed bi 

A.H.R[ANT]A AARA | | 
1 -4 [3 

脱脂手L分緩 スH~M

122V 
11 Fallout 231-249 
9 :ttびに Reviewed bi 
15 RI実験 R.KIRCHYANN 

E-1 20121.22. 
23 

脱脂乳分隊 スH~M 放射性Cs 251-274 
Reviewed bi 
P.I.MITCHEL. 
J.D.MCUl NN IN HAM 

6 all川~5 ]][ -2 [19. 20 
6 FFFa a a l lou t C ]][-2 [20.21 15 Ilout ]][-2 7 
6 llout ]][-2 2 
8 Fallout ]][-2 9 
6 Falloul ]][-2 10 
Fallout(C) ]][-2 23 

2 -1 -8. 筑製品ーヨーグルト

原材料名 調理・加工法 食品名 絞 種
除去お

(96) 
実験条件 著書考文献

牛 !Pl スキムミルクから ヨー グルト 放射性Cs 66 Falloul(C) 251-274 
Reviewed lf 
C.M.MCTEN C 

J. D. CUNNINGHAM 
]][-2 げ

-1 2-



2-1-9. 乳製品ーカードとそのホエー

原材料名 調理 ・加工法 食品名 核 種
除去率

(96) 
実験条件 重量考文献

牛 字L ヵ-1(緩急) カード 20% I -131 69.3 Fallout(C) 69...._9 ~ 
製造 +乳 75mi CS-137 88.1 

Reviewed bu 
カード分取後 h-F本~- 80% I -131 30. 7 lA.-H4.R1A2NT1 A AARA 

Cs-137 11. 9 

2-1-10.乳製品一酵素熟成チーズ

原材料名 測理・加工法 食品名 絞 積
除去率

(96 ) 
実験条件 参考文献

牛 事L 酵紫熟成 チ孟r-t-X Sr-85 51 RI実験経口 汚
Cs-137 92.3 染 1 -2 [18 

凝1L酵紫 4mi チーズ げ需 1 -131 81 PaI1out(C) 
Cs-137 89.3 eviewed b 

M.R[AT] Al川 A
1 -4 [2 

握手来勲成ー hf-t“1 放射性Sr 51 Fal10ut 231-249 
寧L敢闘車醇 Reviewed bi 

ER.k l RiCHM] A N 
ー1[21 

凝字LI事業のみ 多脂肪f-X Cs-134 76.8 汚R染I ~実験経口 231-249 
Sr-85 31. 2 Reviewed bu 
1 -131 46.7 R.K l R{CHM] A N 

m-1 [22 
軟質かび CS-134 89.3 
チーズ Sr-85 41. 4 

-131 71. 6 

加熱硬チ質 CSsr -134 95.5 
ーズ ー85 47.5 

ー131 81. 9 

焼いた硬質ズ CS-134 91. 1 
チー Sr-85 38.0 

1 -131 83.1 

凝2特約シウム 多脂肪チーズ CSsr--1385 4 81. 6 33.8 
ー131 55.8 

画事禁熟成 チーズ 主主射性Cs 89 Fallout(C) 2R 5l~274 

CP .M.McENR. 
.1.M I TN CHN ELH ， d DfUN !?AM 
-2 [20.21 

考紫熟成
ロピオ ン酸般商事

Gruyere 
チーズ

92.6 Pallout(C) m -2 (3. 4) 

醇葉書生成 チーズ >90 Pallout L21131 
チーズ 95 Pallout(C) m-2 [18 

Kefa10tyri 
チーズ

91 PaI1out(C) m-2 (17) 

チーズ 95 Pallout m-2 (14) 

異穂村1f-X 77 Pallout m-2 (14) 

チーズ 92.3 Fallout 
E2i21 チーズ 90.4 Fallout E‘2 [9 

チーズ 94 Fa 11叫~~ EE -222 
チーズ 95.5 FalloutCC ー2123 

-1 3-



2-1-11.乳製品一酵素熟成チーズのホエー

原材料名 よ閣~ ・ 加工法 食品名 m 橡
除去率

(96) 
実験条件 重量考文献

牛 字l 時宇索熱成チーズ 画事索然成 I -131 19 Fa11out(C) 69-94 
分隊後ホエ一分取 t-;(ねー8396 Cs-137 10.7 Reviewed b; 

IA-.H4.R1A2NT1 A AARA 

多脂肪 Cs-134 23.3 汚R染l実験体内 2RE 3e R 1~249 f-;(f.1- Sr-85 68.3 I'iewed b 
1 -131 53.3 1{1R{iltM] Ahl 

-1 l22 
軟質かび Cs-134 10.7 
f-;(t.J.- Sr-85 58.6 

1 -131 28.4 

加熱f硬-貨1本エー Cs-134 4.5 Sr-85 52.5 
1 -131 18.1 

焼いた硬1ホ質 Cs-134 8. 9 
チm エー Sr-85 62.0 

1 -131 16.9 

凝開紫+農イヒカ 多脂肪 Cs-134 18.4 
ルシウム熟ト1 f-;(ホエー Sr-85 66.2 
分総後ホエ一分取 1 -131 44.2 

野孝禁雌書後生成ホチーズ 醇苦言熟f-成X本エー 放射性Cs 251-274 
分 エ一分取 RC ev i ewed bv l 

P. 1. MITCHE 
J.D.MCUINNIN H， AM 

11 a11川g lI[ -2 [20. 20 
26 Fa110utCC m -2 [3， 4 
4 Fa110ut EE -2 14 
23 Fa110ut -2 14 
11 Fa110ut 

EE E "2 9 7 Fall叫g -2 22 
7 Fal10ulCC -2 23 

2 -1 -12.乳製品一酵素凝集カゼインとそのホヱー (1 ) 

原材料名 調理・加工法 食品名 t実 緩
除去率

(96) 
実験条件 重量考文献

牛 字L勝義22ゼイン 書写議す3凝集 Cs-137 94.3 Fall ou t 6R 9~94 
ゼイン 刊 ewedbl 

分取 6.296 IA-.H4.R1A3NT1 A AARA 

脱酵1素1旨事縫L集かカらゼイン 際素カ凝ゼ1イIeン CS-134 92.3 汚R染i実験体内 231-249 Sr-85 40.1 ReR vi ewC ed bN y 
分取 1 -131 88.4 .klR iHM] A N 

m-1 [22 

鮮索凝集カゼ分イ取ン 酵素カ凝集 放射性Cs 251-274 
ゼイン Riviewed bf 

.M.McENR， L 
P.I.MITN CHE. 

94.3 falloul(C) 
92.3 Fal10ut ー2[14 
98.2 Fa 11 ou t ー2l7 

-14-



2 -1 -12.乳製品ー酵素凝集カゼインとそのホエー (2) 

原材料名
除去瑠

調理・加工法 食品名 ~ f重 実験条件 著書考文献
(%) 

tド 事L 酵分素緩凝後集ホエガゼ一分イ取ン 高宇奈凝集 放射性Sr 84-92 R 1実11験並び 29-46 
iこPalloul Reviewed by 

ガゼイン 放射性Cs 17-23 並Paびに H.NOORDIJK 
llout(C) 1-2 [15.16.17. 

ホエー 放射性 i 18-31 18.19、37.
etc. 1 

pi222さA6酵カ素ゼ凝イ集ン Cs-137 11. 6 Pal lout(C) R 69~94 
eviewed bi 

ホエー IA.-H4.R1A3NT1 A AARA 
83.4% 

脱酵分目素繰旨乳凝後集かホカエらゼ一分イ取ン
酵カ素ゼ凝イ集ン Cs-134 23.0 汚R染1 ~支署員体内 231-249 

Sr-85 8-1.4 Rev i eweC d by N 
ホエー 1 -131 30.9 ER.K IR [MM] A N 

-1 [22 

握分手紫総凝後集ホエカゼ一分イ取ン 商カ事来セ凝イ1ンIe 放射性Cs 251-274 
RC ep v i ewed by l 

ホエー . M. McENRI. 
. 1. MITCHEl.. 

12 Pa 11 ou t (C) 
23 Pa 11 ou t m -2 [14 
17 Pallout m-2 [7 

2 -1 -13.乳製品一酵素凝集蛋白とそのホヱー

除去寧
原材料名 調理・加工法 食品名 E差滋 実験条件 苦言考文献

(%) 

牛 乳 脱脂.fLーカゼ分かイン 蛋白 Cs-137 99.4 Pal lout(C) 69-94 
ーホむ最 0.56% Reviewed bl 

1A.・H4.R1A3NT1A AARA 

カゼかインーホエー 蛋白 放射性Cs 2R 51~274 
らDi自分取

C.II. IIcENR I. 
P.I.IIITCHEし

99.4 Pallout(C) Em-22O，l 2l 
97.6 Pa 1I ou t -2 [ 7 

牛 手L 脱脂手Lーカゼか蛋イン 除3E8白2ホエー Cs-137 69-94 
ーホエ除ー 白ら .9% Reviewed bl 

A.H.R[ANT] A AARA 
12.2 Fallout(C) 1 -4 [3 

カゼインーホエー 除蛋自主エ・ 放射性Cs 251-274 
から除蛋白 Reviewed bf 

C.U.llcENR 
P.1.MITCHELH • 

12 FFaa l lout〈C) E-2270.1 2l 
20 llout m-2 

p
h
d
 



2-1-14.乳製品一酸凝集チーズ

原材料名 調理 ・加工法 食品名 核種
除去率

(% ) 
実験条件 参考文献

牛 $L 酸凝集 tJ，f-')t-A SC r-85 97.3 汚R染I実験経口 P. W明!州
s-137 98.9 1 -2 [18 

lJ，f-n-A 放射性Sr 97.3 Pallout 231-249 
Reviewed bi 
R.K lR[CHM] A N 
m-l [21 

乳酸暖房事 多脂肪t-A CS-134 87.6 汚R染l 実験体内 231-249 
Sr-85 91. 8 Reviewed bi 
-131 73.0 R.k l R[CHM] A N 

m -1 [22 
少街紡t-A CSI sr -134 89.1 -85 91. 9 

ー131 78.4 

酸凝集 チーズ 放射性Cs 251-274 
Reviewed b! 
CP .M.McENC R. 

88 Pallout(C) E-219)20 
88 Pallout m-2 [14 

ヵ1:;-')f-:t. 放射性Cs 251-274 
Reviewed b1 

ffliftiEL 

Myzithra 96 Pallout(C) 直-2[17 
98.9 Pallout m-2 12 
95.3 FFa a l lou t m-2 19 
96 11 ou t m-2 [10 

2 -1 -15.乳製品一酸凝集チーズのホエー

原材料名 調理 ・加工法 食品名 4芸積
除去率

(%) 
実験条件 参考文献

tド 字L 乳分酸離怒後醇ホエチー一分ズ取 多脂肪チー CS s-134 12.4 汚R染I実験体内 231-249 
:t.t.エー r-85 8.2 Reviewed bi 
1 -131 27.0 R.K I R[CHMl A N 

m-I [22 

費分憲繰議後議ホ字エ三ー分ズ取
少脂肪千四 CSsr--l 385 4 26.6 6 1孟エー 32. 

-131 40.9 

分乳酸緩菌後震欝ホチエーー分ズ取 放射性Cs 251-274 
Reviewed b! 
C. M. McENR 1. 

J.D.CUNNINGHAII 
12 FFa a l lou t(C〉 E-219}20 
12 110ut m-2 [14 

カ緩ッ後テーソチーズ チカーッ1テホーエフー 放射性Cs 251-274 
分 ホエ一分取 Reviewed bl 

C.M.McTENC R. 

J.D.CUNNINGHAId 
21 Pallout m -2 [14 

315 0 8 
Fal10ut m-2 [9 
Pallout m -2 [10 
Fallout(C) m -2 [23 

一16 -



2 -1 -16.乳製品一酸凝集カゼインとそのホエー

Ij~材料名 調理・加工法 食品名 核 種
除去お

(96) 
実験条件 参考文献

牛 乳 脱脂手Lから敵凝集 カゼイン CS-137 96.4 Fa110ut(C) 69-94 
6.496 Reviewed bu 

A.H.R[ANT] A AARA 
I -4 [3 

脱11旨乳から塩駿凝集 カゼイン CSsr -134 99.0 8 汚R染l実験体内 2R 31~249 
-85 91. 
-131 97.0 R.K l R IHMl A N 

m-1 [22 

重量凝集 カセイン 般射性Cs 251-274 
Reviewed bi 
CP.M.Mc1ET NR. 

96 Fa110ut(C) Ez-220.i 2l 
9989 .4 F Fa l lou t 

ー2114 
a 110u t -2 [7 

牛 字L 脱脂カ乳ゼかイ らン自分主凝緩集後 カゼイン CS-137 9. 7 Fa110ut(C) 69-94 
本工-83.296 Reviewed bl 

A.H.R1ANT1 A AARA 
1 -4 [3 

脱集脂カ乳ゼかイ らン盗分自離費凝後 カゼイン CS-134 16.3 汚R染I実験体内 231-249 
ホエー Sr-85 32. 7 Revi ewed bN y 

1・131 22.3 ER.K l R[CHM] A N 
ーI[22 

酸凝集カ ゼ分イン カゼイン 放射性Cs 251-274 
緩後 ホエー ReC v i ewed NbRv I • 11. IIcE 

PJ 1MC lTCH1 EL 6 
• D. CUNNINGHAII 

10 FFFa a a l IOU t(C〉
116 7 l10ut E E"2 14 

110ut -2 [7 

2-1-17.乳製品一厳凝集蛋白とそのホエー

除去率
原材料名 調理 ・加工法 食品名 ~種

(96 ) 
実験条件 参考文献

牛 芋L 脱脂ホ手Lーカゼイン 蛋白 CS-137 99.1 Fallout(C) R 69~94 

ー エ一室自分取
1.296 ev H i ewed TAby V 

1A・.4.R1A3N AARA 

カゼ蛋イ白ンーホエー 蛋白 放射性Cs 251-274 
から 分取 Reviewed by 

CP .M.McENCRH ， L 
.1. MITCHE E J.D.ClUNN iNG] HAM 

99 Fallout(C) ー2[20.21 
98.6 Fallout -2 [7 

牛 芋L 脱脂ホ乳ーカゼイン 除蛋8白2ホエー Cs-137 10.6 Fallout(C) 69-94 
ー エーか除ら蛋白 .096 Reviewed b; 

A.H.R[ANT] A AARA 
1 -4 [3 

カゼイ ンー除ホエー 除蛋白(.1.・ 放射性Cs 251-274 
から蛋白 Reviewed bl 

CP..M1..MMcITENN CRHE. L. 

11 Fal10ut(C) -2 [20.21 
18 Fallout E幽 2[7 

-1 7-



2 -1 -18.乳製品一加工乳等

調理・加工法
除去率

原材料名 食品名 核種 実験条件 参考文献
( %) 

牛 乳
警護昔話ねZY加工乳 1 -131 96-98 RI実験 2R 31~249 

刊側dbu 
処理 R.K l R1CMM1 A N 

m -1 [4 
保存綱高野喜 加工事L 1-131 20-30 

要議論 M処理Y 
Oowex50牛W-12 o. l~ l1a8E是理理ヰnSr-90 79 RI実験 231-249 
2g/ 乳 200m2 Sr-90 97 Rev i ewed bN y 

CaKNa-術1I旨処理 加工事L Sr-90 66 博説得議21t
ER-.KllRIC6HMl A N 

Sr-90 86 

C|問司aKNa-柑111持処理樹 加工事L Sr信 90 86.5 
7リj(サ洗浄イ樹ク1ル1旨 sI1 Sr-90 75. 7 

Sr-90 54.0 

CaKNa-樹/脂牛0事.25-
2目量理aCS-137 50-75.8 1 g / Lf-.fL 2 m2 CS-137 92.1 

脱出 脱話量ホエー 放射性Cs >98.5 al lout;cj 251-274 
ホエー護白 93.4 FalloutCC ReC P v i ewed T E bv I 透過 91. 2 FalloutCC .MI .Mc NN C R. 

. YITCH 
J DfUN lNEGL州• 
m -2 [23 

。。



2 -1 -19.果実ー1

原材料名 調理・加工法 食品名 t実 後
除去率

(% ) 
実験条件 参考文献

ブルー 裏漉し ブルー CS-137 15 Fa 11 ou t (C) 6R 9~94 
ペリー 手議り ペリー果汁 K 14 ev i ewed by v 
ーし目 φ=2mm A.H.R[ANTA A] ARA 

1 -4 [ 5. 8 
- ~起し自 φ=3.5町田 CS-137 19 

K 20 

論理府しミキト帰りl Cs-137 23 
ー漉 自ゆ= 曲目 K 22 

-iJ'tし目ゆ =2血血 CS-137 28 
K 25 

こけぬ 事E獲し こけ実も果もの汁 Cs-137 25 

手ー持漉りし8φ=3.5mm
K 26 

ジュ ース骨イヒー こ実けソのももの CS-137 16 
調ー理荷量用しi目キφ搾=り1 mm K 18 

ユース

調議eiキト搾2 CK s-137 12 
一目 φ=zmm 14 

生ジュ ース納出器 CK s-137 44 
44 

蒸した液果の CK s-137 54 
ジュース 無穏 56 

蒸した液巣の Cs-137 40 
ジュース 無緩 K 43 

ー86 水1接ぎ CS-137 80 

ころふさ 裏手漉し ころぐふさ Cs-137 40 
すぐり

ー搾漉りし目 φ=3.5叩
すり果汁 K 38 

調理用ミキサー CK S"137 30 

たツめユにー蒸ス化のしす裏た搾液漉る築りし

28 

加織 CK s-137 29 
28 

無稽 CS-137 43 
K 42 

蒸した液絡果ジの こ手ふさ CK s-137 75 
ユース ぐり 75 

液果/齢、 = 25.96 ユース

君臨した液果の CK s-137 80 
ツユース 無穣 78 

水濯ぎ Ru-106 70 
-86 Cs-137 90 

あかふさ 裏手漉し すあかふさ CK s'137 
すぐり

一議t目φ=3.5mm ぐり果汁 41 

調理用ミキサー CS-137 
搾り K 33 

-89 水濯ぎ Cs-137 79 
一

-1 9-



2 -1 -20.果実-2

原材料名 調理・加工法 食品名 核種
除去$

参考文献実験条件
(96 ) 

ずいぬきほお ボイル

iiii 
。Falloul(C) 6R 9~94 
852 8 -86 IA.H.R[ANTA Al ARA 
72 -4 [ 5. 8 
23 。

いぬほお ボイル

iiii 
10 

ずき 75 
60-70 
70 
30-40 

ずいぬきほお ボイル (2回〉

車1Z1EEPij 
10 
81 

-86 60-70 
80 
30-40 

いらくさ ボイル

iiii 
24 

-86 71 
27 
52 
14 

もら アルカしリでたE皮丸uー~I喜iとき Sr-89 91 汚R染1 ~実験表面
J.W.RALLH S 

アルカリでして4半!l1 77 H.J.YAAGHDENBERG 
T.R.GUCRKC EER N 

アルカ最しリ1Iでた皮丸最ご'1きと
Cs-134 97 I帽2[25 

手で皮き 97 

なし

手警Zききリ在で酬丸ごきと
Sr-89 5 

20 

手4徒決72で・皮F水後カ 急たき成
20 
5 

剤努 リ産覇ZごKと
30 

50 

アルカ洗リしでたH丸ttご!lliとき Cs-134 50 

~剤水 。
いちご 水濯ぎ SC r-89 31 

s-134 36 

-2 0-



2 -1 -21.葉菜ー 1

原材料名 調理 ・加工法 食品名 咳積
除去~

(96) 
実験条件 苦言考文献

ほうれん プランチング Sr-89 90 RI 空実中験車 R3e ~27 
そう 水淡い CS-134 95 4荷量 viewed by 

A.GM RAUl BB Y 
プランチング Sr-89 70 RI子高CS-134 60 置再豊 I -1 [9 

水ドライ洗?I)-，/ (DC) Sr-89 27 
RI雲監汚染79 J.W.RALLS H E 

洗剤水iSt 82 H.J.MAAC G DE ENBERG 
水H-あLあく抜く車紋きあき

27 T.R.GU K C N 
56 W A MfR!R 

DC. UU. .Ui(悦 92 1・2l25 

ドライ刊-'/ (D C) Sr-89 33 RI緩実験線汚染

静水DC 
66 
66 
65 

九品量制(制
71 
75 

静zB円kC ィ?I)-，/ (D C) Cs-134 8 RI実表験面汚染78 

議水b決i;き
80 
12 
77 
95 

ド予イ?I)-，/ (D C) Cs-134 25 RI経実験線汚染

;!iii:Mt副

44 
37 
44 
50 
60 

下ごしらえ.煮沸 Sr-90 20 大気排出 113--131 
Reviewed bl 

-6 B072 

水洗い [ -131 93 Fallout(C) 311-324 
Cs-134 >59 E.J.BRADLEY 
Cs-137 89 D.T 3.POPPK LNEWS ELL 

B. T.WILKI 

ブロ ッコ ブラ ンチング Sr-89 90 R I持 R3e ~27 
水洗い CS-134 95 車荷量 γwedby 

A.RAR UBY 
プラ ンチ ング Sr-89 70 RI鵠 lJ.-M 1l I 9BE1 L CS-134 90 担荷量

水枕省型t炉まき
Sr-89 93 RI諮問94 H J.W.RALLS 

66 .R J.MG M AAC CHDENBERG 
本x水fああ(置きく.抜持〈orM4a 72 T.R.GUCKEEN 

92 
-2 [25 

当理4水2洗AF 
Sr-89 68 RI経実験椴汚染72 

70 

柿水oあr!U!.J.t-1.あ( 肘
51 
75 

主義
Cs-134 91 

RI諮汚染
張怜水B主t主き

92 
28 
84 

あ{量Sく.UorU純 92 

dt剤水洗 CS-134 21 R 1緩実機験汚染
スチーム.為きまく抜き 89 

ス水チーあムあく{Ht友 IU 
67 
90 

-2 1-



2 -1ー22.葉菜-2

除去率
原材料名 調理・加工法 食品名 核種 実験条件 参考文献

(%) 

レタス 水滋ぎ 1 -131 81 
汚R染l実(陪験4時表圏内面) JS .C.THOMPSON けうF菜〕 65......93 . M. HOWE 

1 -2 [31) 
34 
汚R染I実(時験2表0時間面接〉26......49 

水洗い I -131 13......52 Fallout(C) 311......324 
Cs-134 36......50 E.J.BRAP DLEE Y 
CS-137 42......66 D.T S.POP L WELL 

B. T. WILKINS 

サ〈ー智ダ菜、水洗後可食部 成熟サ期ラ汚ダ菜染 Sr-85 3 50 R r実験 3J 25R ~339 
Ru-l0 53 EAL 

でら汚収フl 日〉ま Cs-134 6 人工降雨汚染 H.MAURBOERS T 
S.O. ROUSSEL 

水洗後可食郎煮分沸 Sr-85 82 
15 Ru-103 76 

化学形cc : Cs-134 95 s 1 

サり〈汚収ラ染穫ダ菜か 半熟サ期ラ汚ダ菜染
sOH 

水洗後可食部 Sr-85 76 . Cs 
Ru-103 79 RuO( x 

で28日)ま
Cs-134 53 Sr(OH)2 

水洗後可食部煮沸 Sr-85 92 
15分 Ru-I03 91 

Cs-134 95 

サ(ー穫染ダZかE 水洗後可食部 E宙籾サ汚ラ染ダ~ Sr-85 61 Ru-l03 57 
でら汚収4フ2日〉ま CS-134 53 

水洗後可食部惣 Sr-85 84 
Ru-103 3 82 
Cs-134 95 

キャベツ
外水業洗をし取てボり除イいルて Sr-90 55.0 Fallout JI.C.TH[OMP] SON 

ー2[32 

猛漬け塩 1% Cs-137 。
F並Faa l lou t 69~9R 4 

K 32 びに A.H.A[NTAVAAl RA 
llout(C) 1 -4 [ 5. 8 

境漬け塩2% CK s-137 。
44 

ボイル Po-210 15......46 天然核積
3E.1J1~.P B3RA2PD4 P LEE Y 
D.ST .OL  WELL 
B. T.WILKINS 

かはんごろらんも 水冷缶量詰凍して.めあ(量き Sr-90 R 1経実験根汚染58.8 C.M.WEAVER 
7.8 N.D.HA[RE ] I S 

1 -2 [35 
本缶冷ま詰凍して.めあ(悦 Cs-137 5.2 

77.1 
25.8 

セロリー 水濯ぎ 1 -131 47 
汚R染I実(荷験量4表時圏内面) 43......55 J.C. THOMPSON 

S.M.HOWE 
34 
汚R染11(実椛験2表0時服面) 1 -2 [31) 32......37 

ボイル 77 
汚R染i実(荷験量4表時圏内面〉72......86 

カリフ ラ 水濯ぎ 1 -131 70 
汚R染I実(牒験4表閥面的ワー 48......87 

64 
汚R染I実(荷験量2表0時函国益〉60......69 

ボイル 88 
汚R染I実(荷験量4表時圏内面) 85......90 

ワ
L。L



原材料名 論理・加工法 食品名
除去帯

実験条件 参考文献4変種
(96) 

だいおう 水洗い I -131 
不不2検験2出出

Fallout(C) 311-324 
CS-134 E.J. BRADLEY 
Cs-137 D.S. POPPLEWELL 

B. T. WI LK INS 
パセリ 水洗い 1-131 13 

CCs-133 4 39 
s-137 40 

かぶlまlぎ ボイル Po-210 52 天然核後
たん

2 -1 -23. ~庭菜ー 3

原材料名 自周辺・加工法
除去率

重量考文献食品名 核 種
(96) 

実験条件

1長 噂コ砲.. に 煮iJ ゆで費E3E CHd 大気排出 113-131 
60 Reviewed bu 

-6 Na80 
30 

2 -1 -24.果 菜

除去率
原材料名 調理・加工法 食品名 t車種 実験条件 参考文献

(96) 

トマト 水沼ぎ 1 -131 77 
汚R染I実明書験4表時目面的 J.C.THWOME PSON 54-95 SI.M.HO [ 

-2 (31) 
51 
汚R染I実(時験2表0崎面重)47-56 

ボイル 75 
汚R染I実(百創験表刊内面) 51-92 

水枕してス ライ ス Sr-90 28.3 Pallout J.C.TH[OMP] SON 
1 -2 [32 

フライ トマト申7ライ Sr-90 30 大気排出 113-131 
Reviewed bl 

ソユース トマト ~3・1 Sr-90 20 I J.M QBU O INA LT 
-6 8072 

浪縮 11トマト ~2・1 Sr-90 36 

きゅうり 酢洗 ・酢潰 放射能 94 Fallout R3e ~27 
v i eR weU d by 

IAJ..M G IA R [BBY E] L 
-1 [10 

缶詰め Sr-90 64.6 RI実験警護
C.M.WEAVER 

著書誌 Cs-137 84.7 N.D.HA[RR ] I S 
94.1 1 -2 [35 

こし ょう 水滋ぎ 1 -131 56 碍R1実A験F表染面4 JS. .C.THOMPSON 53-59 M.HOWE 

ボイル
ー2[31) 

66 
66-68 

i一一一」

の
J

内

L



2 -1 -25.根菜ー 1

原材料名 調理・加工法 食品名 絞 績
除去率

(96) 
実験条件 参考文献

たまねぎ 皮洗をし華flポiき取って水 Sr-90 37.1 Fallout 
てイル J.C.TH[OMP] SON 

I -2 [32 

lまるfこま 水洗い I -131 82 Fallout(C) 3E 1 1~324 
ねぎ Cs-134 > 64 .T JS .BRADLEY 

Cs-137 > 83 D.S. POPPLEWELL 
B. T.WILKINS 

じもゃが 皮洗をし ~Iボき取って水 Sr-90 2-1.2 Fallout 
L、 てイル J.C.TH[OMP] SON 

I -2 [32 

生、皮むき CS-137 36 Fallout 69-94 
K 19 並Faびに Reviewed bi 

lloutCC) A.H.RiANTA A] ARA 
まるごと勺 Cs-137 10 I -4 [ 5. 8 
一いも 4 水 l K 10 

まるごと煮/る Cs-137 16 
ーいも l 水 l K 18 

まる ごと煮/るも Cs-137 25 
ー l 水l K 10 
-盗b、/仏い 1.1% 

ま官る1・'と Cs-137 22 
一子t-1iで加熱 K 17 

皮ωまるごと夜る Cs-137 。
一いも 4/水 l K 1I 

皮むさまるごもと祭/る
ーい l 水 l

Cs-137 213 5 K 

皮むきto':e煮ラも Cs-137 。
ーい/もl 水l K 24 
邸い1.1お

皮む電子きオまーる f と CS-137 4 
-1tt-=ft-1 iで加熱 K 4 

下ごしらえと煮務 Sr-90 64 大気俳出 113-131 

フライ Sr-90 50 

Reviewed bl 
J.M.QBO UiNA LT 
1 -6 B072 

じゃがし、 ボイル PO・210 27-55 天然絞綬 311~3R 24 
も身〉 E.S J.B ABLL EY 

D.S.POPPLEWELL 
じゃがL、 ボイル Po-210 22-55 B. T.WILKINS 
も(皮)

さつまい〉 缶詰め Sr-90 26.5 汚R染I実験経線
ら(身 C.M.WEAVER 

缶給め Cs-137 1.4 N.D.HA[RR ] i S 
1 -2 [35 

さし、ま七、 本まして.あ{胎 Sr岨 90 15.0 
も(皮)

水量Lて.あ(悦 CS-137 26.2 

か ..s~ ボイル Po-210 53 天然~極 3E 1 1~324 
. J. BRADLEY 
D.S.POPPLEWELL 
B. T.WILKINS 

一

-24-



2 -1 -26.板菜-2

原材料名 調理 ・加工法 食品名 t菜種
除去率

(%) 
実験条件 苦言考文献

にんじん 震をし績ポき取って水 Sr-90 19.4 Fallout 
てイル J.C.TH[OMPl SON 

1 -2 [32 

生、皮むき CS-137 55 Pallout 69-94 
K 33 並Paびに Reviewed b;8A 1 Ilout(C) A.H.RANTAVAARA 

まるごと煮ん4る/ CS-137 14 1 -4 [ 5. 
ーにんじ 水 l K 37 

まるごと煮んる CS-137 18 
ーにんじ 1/水 i K 35 

ま/ニるにごンんヅとじ煮ンんiる/ l ー 水1.
復 .1%

CK s-137 46 
47 

ま篭るごと Cs-137 34 
ー子t-1')で加熱 K 36 

皮ーむにきtんaごじt煮ん4る/水 l Cs-137 。
K 16 

皮むさまるごt煮んiる/ 
ーにんじ 水 l

CK s-137 24 
44 

皮む/にさにまんるんごじtじ煮んんるl/ i 
Cs-137 40 

一水1. K 24 
Jl.l1 1:: A-t;. A-1. 1 % 

皮むきま7るyご加と CK s-137 。
一電子オーで熱 3 

ビート綴 生、皮むき Cs-137 64 
K 23 

まーるビーごとト被煮4る/;水l Cs-137 34 
K 10 

まるごと綴煮る1/ Cs-137 72 
ービート 水 l K 14 

まるビ f とト被煮恨1る/ l 一一ト 水1.
.Iil/ビー .1% 

CK s-137 55 
19 

ま司るE・'と
一 子ト1')で加熱

CK s噂 137 60 
20 

皮ーむビさまーるごトと被宥4る/水 l Cs-137 
16 3 K 

皮むビさまるごと板祭る1/ Cs-137 17 
一一 ト 水 l K 10 

皮悦/ビビまーるーごトとト彼煮綴lる/ l 一水1.
lil/ t" -Hll. 1% 

CK s-l 37 12 
15 

皮鮮明る CK s-137 13 
-lI-=ftーで加熱 10 

酢一漬大けきい綴/
Cs-137 。
K 32 

汁=2 : 1 

守票i~、機イ Cs-137 。
K 44 

汁=2 : 1 

-25-



2 -1 -27.きのこ

原妨料名 調理・加工法 食品名 ts 種
除去率

(96) 
実験条件 参~)(献

きはだち 沸騰水で緩み 五百できのこ Cs-137 86 Fallout(C) 69......94 
ちたけ l回でる Reviewed bl 

A.H.R[ANTA A] ARA 
務総水で経く菌で Cs-137 82 1 -4 [ 5. 8 

l 目

~脆水で鰻〈 ElnElで Cs-137 94.6 
2@)~ 

冷水か経ら加〈数茄骨格腿
1 (到 でる

Cs-137 97.5 

からはっ 冷水1[かB鰻ら加〈鍬茄沸で腿るたけ
Cs-137 88 

冷水2回か駿ら加く鍬節沸で騰る Cs-137 97.4 

冷水か軽ら加く熟AA練騰
2回 でる

Cs-137 98.2 

あかちち
たIj

冷水か軽ら加指E先E沸総
2回くでる

Cs-137 97.8 

ちうぐいす 棚氷で緩く自で Cs-137 57 

ちゃちたけ
I@)~ 

沸騰水で緩く2E回Eで目 Cs-137 79 

Canthar- 乾物の水戻 し Cs-137 82 
e 11 us K 79 
corn.ud C0・
ploloes 

Canthar- 乾物の水戻し CK s-137 85 
ell us 85 
tubaefo-
rmls 

ゃぎたけ 乾物の水戻し Cs-137 84 
K 84 

Boletus 乾物の水民し Cs-137 80 
ぬめりい K 73 
くら

乾物のJ水j、民さし CK s..137 91 
いもの 77 
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2 -1 -28.豆類

原材料名 調理 ・加工法 食品名 t菜種
除去率

(~) 
実験条件 重量考文献

グピリーン
水酢別洗決.浄ブl~.ラ水ン2時浮チ遊間ン.選グ

Sr-89 70 ZR E中l実潜験水汚染
3 ......27 

ース Cs-134 72 Reviewed by 
A.GRAUBY 

プランチング Sr-89 70 
土R海I実経験恨汚染

iJ.-M1IR1i9BE1 L 

Cs-134 50 

缶鈴め CS-137 。大気汚染 113......131 
RNimd bu 
J.M.QRUO l NA LT 
1 -6 R083b 

えんどう

jjjjjj;;; 
Sr-89 RI錯汚染61 J.W.RALLS 

668 1 H. J.MAAGHDENBERG 
T.R.GUCKEEN 

70 

浮遊遊チあ選別
Sr-89 44 RI経実験線汚染

水浮ス 選ーく抜別ムあ，き水くあ抜〈抜き8 
43 
767 0 

iijii;:; 
Cs-134 

RI諸汚染61 
64 
70 
72 

産業部li Cs-134 5 R I経1実験線汚染22 

ス ーム主ああ く銭き
3 

お今主義 yld 
40 
50 

水滋ぎ 1-131 67 長会務部46......90 J.C. THOMPSON 
Sl.M.HO[ WE 

33 
汚R染l実(荷験量20表時面制〉

-2 [31] 
32......36 

ボイル 77 
65......96 汚R染i実(荷験量4表時圏内面〉

さどやうえん 震を取してり除ボいて水 Sr-90 36.0 Fallout 
い イル J.C.TH[OMP] SON 

1 -2 [32 

さやえ実んど Sr-89 93 R 1鰭 汚染うの 95 J.W.RALLS 
選gl] H.JR .MAAGK HDENBERG 

水洗， 爽襲水
97 T.R.GUCKEEN 

分け W.A.YERCER 

水洗.*:t < t長き 96 1 -2 [26) 

いんげまんめ 諸説，あく銭 Sr-90 0.2 RI経1実線験汚染46.5 C.11. WEAVER 
Ni.D.HA[RR l I S 

ま器長5・あく敏 CS-137 9.8 -2 [35 
63.2 
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除去率
原材料名 調理・ 加工法 食品名 核種

(96) 
実験条件 重量考文献

さやいん 水洗後の可食部
成さや熟わ期ん汚If染ん SR C r-85 43 R I ~起験 325.......339 

げ〈段ん収
u-l03 33 J. REAL 
s-134 14 人工降雨汚染 H.MAUR BERT 

S.D.ROUSSEL 
日〉で
表決務後15の分可食総 Sr-85 63 

化学iRu-103 61 
CS-134 74 OH 

lさiやんいん 水洗後の可食郎 さ開や花い期ん汚If染ん RSr-85 3 746 6 O(Ox H〉2u-l0 

汚まら収染緩2か6 
CS-134 2 

主洗沸後15分の可食郎. R Sr-85 72 
日で〉 u-l03 90 

Cs-134 48 

2 -1 -29.米

原材料名 調理 ・加工法 食品名 核種
除去率

(9o) 
実験条件 ~考文献

籾 米 w分揮監 玄米 Sr-90 58 議話料袋 R3e ~27 
viewed by 
A.GM RAUl BY 

玄 米 果皮 .IE分厳 白米 Sr-90 78 lJ-.ll R I4BE1 L 

、守ー め 下ごしらえと煮沸 めし Sr-90 87 大気排出 113.......181 
R刊 e附 dbi 

1 -6 8072 
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2 -1 -30.小麦

原材料名 調理 ・加工法 食品名 t産 干蚤
除会率

(96) 
実験条件 重量考文献

こむぎ 製紛 こむぎ粉 Aln-54 75 Pa11out(C) R3e ~27 $r-90 50-80 viewed by 
A.GRAUBY 

I -1 [5 

パスタ ・煮沸 Cs-137 75 Fa11out(C) R3e ~27 
viewed by 
A.GMRAU1BB Y 
lJ.a1I R 16E1 L 

li tF? 5096 CS-137 81 並FFa a l lou t R 69~94 2096 87 びに
30% 31 l1out(C) A.H.R[ANTA A] ARA 

I -1 [ 5. 9 

?fむをとぎ/って水祭=る.(2) Cs-137 9 Pal10ut R 69~94 .:. {nr /71<=1 :2. 5 K 12 刊 e附ibl 
A.11.R[A T] A AARA 
1 -4 [9 

情変 (商業ベース〉 ふすまぎ 22% 放射性Cs 37 Fallout(C) 35l~G 360 

'む 級級粉粉
68 GH .VOU R l T. 上 73% .M P LLER. 

こむ下ぎ 95 
GH..G.OPAHLR， ETZKE 596 

はるこむ 続~実験室線復〉 こふむすさ紛ま 3296 放射性Cs 24 ぎ 6896 76 

ふゆこむ
術変〈実験室線復〉 ふこむすさ紛ま

3496 放射性Cs 22 
ぎ 6696 78 

こむぎ

!ijiji 
CS-137 96 Fallout(C) G 361~3P 7S T 6 96 . ARAPl 

98 J.M.MAR 1T • 
上が 13.796 92 A.KOUSKOUTOPOU-
上lò1~S 10.896 94 

M.KLAOSRA-ND lNOS， が 4.296 97 

皮ふ鍛すえ分ま分雛
すえ 31. 596 76 E. lRANZO 
ι皮す 15.096 78 
11.096 72 

こむぎ 上がり目 紋射性Cs Fal1out(C) G 377~399 T -70 B 1 50// / / 100園田 16% 72 • APOSTOLATOS 
B2 10/ 100曲目 13% 67 A.HADJ1ANTONIOU 
B3 8/ 100mm 6% 760 6 CI 7/ 100田園 50% 

CC2 3 3/ 100岡田
11% 53 

錦 496 36 

こむれ ソフトこむぎ粉 TYPE55 70% 放射性Cs 73-81 
TYPE70 75% 60-74 
TYPE90 30-45 
90-95% 

~Jんだり伸したり 90-95% 般射性Cs 85......90 

こti!T暢 55 特別パン 放射性Cs 80 
こむさ T T-70 75、 25 T-70パン 74 
こむ!T-90 70、& 70 T-90/'~ ン 51 
こむさ T8-70 40 
T-t.I 35、水25 回舎パン 68 
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2 -1 -31.他の小麦

除去率
原材料名 i調理 ・加工法 食品名 核 穫 実験条件 草書考文献

(96 ) 

マカロニ 附変 食用g部 4296 放射性Cs 79 Fallout(C) 3G 51~3G 60 
こむぎ すえ 2196 87 .VO0 l T. 

くずす 1696 87 HG H .M LLER. 
ふま 2196 48 ROHし

.GP.0 PARETZKE 
t，'I変

食く煎ずす部粉ま 6396 
敏射性Cs 74 

1696 86 
ふ 2196 56 

m変 食用ず部紛 7196 放射性Cs 59 
く 896 92 
ふすま 2196 49 

京験岡山R 上例粉 放射性Cs Pallout(C) 3C 77~3T9O 9 
50/ 100al田 2496 40 .AH POS LATOSl • 
Cl 7/ 100蜘 1396 48 A.HADJIANTONIOU 
C2 2896 47 
C3 3/ 100alDl筋 3596 52 

製粉 TRPE M 7896 放射性Cs 40-57 
tモリナ 6896 43-58 

セモリナ 袋町7/BUHLM議筋 上制紛 放射性Cs
こむぎ Bl 50/ 100mm 2096 50 
Cl 7/ 100mm 1596 56 
C2 3196 58 
C3 3/ 100mm 篠 3296 45 

2 -1 -32.大麦、ライ麦

除去事
原材料名 調理 ・加工法 食品名 4実積 実験条件 重量考文献

(96) 

おおむぎ

Ej守上納務 6.196 Cs-137 95 Fallout(C) 361-376 
上が 4.996 97 G.ARAPIS 
上制m~・ 996 99 J. M. MART [. 

絞第一 階 上的 9.496 95 A.KOUSKOUTOPOUL-
般に臨 上がりg69% 96 OS 
破ま= 上制 4.596 98 M. KARAND INOS. 
ふす分 ふ殻すま39.796 57 E.IRANZO 
皮般分隊 皮 26.796 64 

ライむぎ !fをと水って然る CS-137 9 Fallout R 69~94 
うイ凶/71<=1:2.5 K 3 ev i ewed N bV y 

A.H.R[A T] A AARA 
~をと って捻る CS-137 21 1 -4 [9 
ライt~/水= 1 :3.3 K 23 

m変(商業ベ-).) ふす粉ま 1596 放射性Cs 65 Fallout(C) 
3GHG5...MVP1~OU R IGH3L T60 R. . • 7イむさ

上級7596 53 
ライむさ粉

N.G.OPL AE L RETZKE 下級1096 82 

m変 (実験室規模 ふ討結す粉ま 36 8% 28 
296 72 

《
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V
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2 -1 -33.肉類

原材料名
除去率

参考文献調理 ・加工法 食品名 t五 極 実験条件
(%) 

肉 償汁:円水 (1 : 2) F'allout(C) R3e ~27 
肉:績汁 1 3 ) v Gi eR wU ed by 
12f:ftC. 2日間波て A.GRAUBY 
漬汁を捨 る 放射能 90 IJ.M I R {l BE] L 

ー1[23 

牛〈子肉食牛用雄〉
腰肉のロースティング CS-134 18.75 R 1 実験汚
上部もも肉を 42. 60 経口染 B.MEYER 
野誇と柔らかに煮る J.FO官RESLTER-

下部もも の シh~1ï1 52.54 M.C. BEL 
1 -2 [20J 

牛肉 れ ト中川-1上でロースTliグ Cs-137 49 Fallout(C) 69~94 
ロース 肉/水=15%.i!A/肉=0.6% K. 50 Reviewed bi 

A.H.RANTAVAARA 
オーブン中で半焼け Cs-137 13 1 -4 [ 6. 10 
滋/ 肉=0.6% K 10 

オー1i中でよく火をとおす CK s-l 37 28 
塩/肉=0.6% 24 

肉h ，~ 冷水処理水 CK s-137 51 
(首沼肉) 肉/*= I 1 48 

線総処理水 Cs-137 550 6 肉/ 叶・ 1.復/肉=1:1% K 

圧力釜水処( 肉~水滋 = l -lZ 〉 CK s-137 45 
冷 理 /肉叶.1%) 45 

2 -1 -34.淡水魚

除去率
原材料名 調理 ・加工法 食品名 核積 実験条件 参考文献

(%) 

オオクチパス 77イ (コー y ・ ォ1/~中で2〉 5fE〉 CS-137 4.9 
棄か毒ら採雲取海梨(骨を量っt べ付Y1740繍 8.4 L.D.EY[MAN ] 

切り身〉 加圧加 (l5psi. 1210C) 8.6 1 -2 [9 

かわます ボイル Cs-137 48 Fallout(C) 69~94 
魚/水 = 1 1 K 58 Reviewed bi 

A.H.RANTAVAARA 
ボイル Cs-137 56 1 -4 [1. 5. 7. 11. 
魚/水=1:1.塩/魚=0.9% K ーー etc] 

パーチ ボイル Cs-137 55 
Lucispe- 魚/水=1:4.iti./魚=2% K 51 
rca 
lucisp-
erca 

プリーム ボイル CS-137 35 
Abrami s 魚/水=1:3.i!A/魚=1.5% K ー.
brama 

れうりうお ボイル CK s-137 32 
魚/水=3:1 30 

かわます オープンで誘く CK s-l 37 23 
調理用備 3% 23 

オープン説く CK s-l 37 16 
調理用 3 %. i!A1. 3% 17 

パーチ オープンで震く Cs-137 16 
Lucispe- 調理用 3 %.盗1.4% K 15 
rca 
Lucisp-
erca 

q
d
 



原材料名 調理・ 加工法 食品名 核
除去率

樋
(96) 

実験条件 言E考文献

ブリーム オープンで焼く CS-137 16 PalloutCC) 69-94 
Abrami s K 19 Reviewed bl 
brama A.H.RANTAVAARA 

1・4[1. 5. 7， 11. 
本ワイト 温漬け Cs-137 37 etcJ 
1i1シ2 滋/魚= 1 : 3 K 37 

復漬け Cs-137 44 
塩/魚= I 4 K 42 

湿漬3倍けの水に l回浸した後
Cs-137 82 
K 81 

復漬3倍けの水に2図浸した後
CS-137 94 
K 

酢漬け CK s-l 37 48 
魚/酢液=2 : 1 51 

酢漬け CK s-137 35 
魚/酢波=3 : 1 32 

2 -1 -35. 海水魚

原材料名 調理・加工法 食品名 t主 績
除、主主怒

(96) 
実験条件 ~考文献

にかしれかわい 非可食部を除 く Eれ~~b Ra-226 76 工業廃液汚染 445~4G G 55 
かい申身 PO・210 60 C R E.Van ELDER 

Pb-210 61 • HURTGEN 
. KIRCHIIANN 

にしん にLAQ)身 Ra-226 (~無74し)〉Po-210 
Pb-210 

すこら t~O)身 RP a-226 83 
0-210 43 
Pb-210 61 

もかとれまいこ もtかれ~iこ・OJ!i Ra-226 80 PO・210 36 
Pb-210 51 

ぶれいす 広れわす申身 P Ra-226 79 
0・210 71 
Pb-210 69 

す主.;? ~ す~.;?~ Ra-226 41 
@身 P0b ・210 100 
Pb-210 41 

ささうしのLt ささうLtL申O易 Ra-226 79 
Po-210 69 
Pb-210 71 

tf錦〉
包み焼き I -131 。Pa 11 ou t R 429~444 

.PAN UR L iN， 
生理的食湿水 27 C. UONIER， 

P.BAONE D 
無機成分低減水 42 C. RINALOI 

時計{脱水+
ン+エルギン酸盗

55 
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2 -1 -36. 貝、えび、海蕩

除去率
原材料名 調理.1JI)工法 食品名 絞 積 実験条件 参考文献

(%) 

ムール貝 下ごしらえとお沸 議しt.-1;貝 Co-60 。大気排出 113-131 
Ag-IIO 10 J.M.QRUO lNALT 
CS-137 20 1 -6 R083b 

務脆湯 10分rnで禁 蒸しt.-舟の貝身 Ra-226 499 3 工業廃液汚染 445~45G G H 5 Po-210 E. Van GELDER 
Pb-210 97 C.HURT M EN 

R.KIRCHMANN 
小えび とりたてをゆでる ゆで小えび Ra-226 10 

Po-210 65 
Pb-210 ( 0) 

こんぶ アルカリ IIlJI:I:l マル イヒI~ Tc-99 93 近ラ海・かアーら係グ取 457~40 68 7Hi Ru-I06 93 M.MAESR S S N Co-60 93 
APB...G GEY RAMSUA ABY UI N T I ER Sr-90 44 

Cs-137 100 
Ag-ll0m 100 
Mn-54 100 

100 
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